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朝倉小学校３・４年生の皆さんが役場見学に来ました！
　岩本町長に町長の仕事について質問をしたり、役場職員からそれぞれの課の仕事について教えてもらっ

たりしました。初めての場所に緊張した様子の子どもたちでしたが、堂々と町長へ質問をしたり自分の想

いを述べたりしていました。これから益々町政について関心を高めてくれると嬉しいです！
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令和７年度 吉賀町小中合同人権講演会「自分らしくって何？」 開催

　６月２７日、吉賀町小中合同人権講演会を吉賀町民六日市体育館にて開催しました。

　ＬＧＢＴ理解啓発講師の佐藤みどりさんをお招きし、「自分らしくって何？」をタイトルに、性の多様性・

自分らしく生きることについてお話いただきました。

　児童生徒の皆さんは真剣な表情で聞き入り、合間の意見交流の時間では互いに感じたことや思いを語り

合っていました。質疑応答の際も佐藤さんへ様々な質問があり、とても豊かな時間になったのではないか

と思います。ご参加いただいた皆さん、誠にありがとうございました。

棚田オーナー（柿木小学校）が草取りをおこないました

　７月１日（火）大井谷棚田のオーナー田にて、柿木小学校の５年生が草取りをおこないました。

　あっという間に梅雨が明け、うっすら曇り空も途中から太陽が照り付ける真夏日となりましたが、生徒

のみなさんははりきって株元の草をきれいにとって頑張っていました。

　田植えのとき４、５本ずつ植えた苗は“ぶんけつ”し

てなんと約３０本に増えていました、これから穂が実る

のが楽しみです。作業後には食改さんからフルーツと

シャーベットの差し入れもいただきました。

　棚田オーナー全体での草取り作業は６月２９日（日）

に行われ、各地からみなさんいらっしゃりにぎやかな棚

田日和となりました。

中国地区スポーツ推進委員研修会

　６月２８・２９日に岡山県倉敷市で中国地区スポーツ推進委員研修会が開催されました。中国地区のス

ポーツ推進委員ら約１０００名が一堂に会し研修をおこないました。

　今回は「卓球バレー」「モルック」「ボッチャ」「囲碁ボー

ル」の実技研修をおこないました。吉賀町スポーツ推進

委員は、この他にも各種研修に参加し、地域スポーツの

拡大発展に資する為、日々活動しています。

　各種ニュースポーツ等の指導や事業の企画等のご要望

がありましたら、教育委員会までご相談ください。

トピックス
話題・できごと



3　　広報よしか　2025 年 8 月号　№ 238

水田雑草対策の現地研修会を実施しました

　６月１７日（火）町内の稲作生産者や益田管内の関係者を集めて、立戸地区の水田で機械による除草対

策の現地研修会が開催されました。

　今回は、次世代の雑草対策と言われているアイガモロボと乗用の水田除草機の研修を行いました。

　機械メーカーの方から、今年発売された最新型のアイガモロボの紹介があり、本体は６ｋｇでこれまで

より大幅に軽量化され、泥のまきあげも従来のスクリュー式からブラシ式に進化して、水を濁らせ抑草さ

せる力がより高まった等の説明を受けました。

　動力源はソーラーパネルによるモーター駆動で、晴天であればバッテリーの交換の必要がなく、設定し

た時間内であれば水田の中を縦横無尽に動き回るため除草にかかる労力が大幅に削減できると言われ、ア

イガモ農法に着想を得て開発されたためこの呼び名が付きました。

　また、乗用の水田除草機は、雑草と稲の根を張る深さの違いに着目し開発された機械で、株間と条間を

機械で使い分けることによって稲の根を傷つけずに除草でき、前方に除草機が付いていることにより前を

見ながら運転ができるので、しっかりと除草ができる等の説明を受けました。

　参加された皆さんは、除草対策に一番労力がかかるということで大変興味を示し、購入費や専用アプリ

の設定の仕方などそれぞれの機械について積極的に意見交換をし、実際に水田の中で除草する様子を真剣

な眼差しで見ていました。

　町ではオーガニックビレッジ宣言をしており、環境に配慮した農業の確立に向けて、

今後も様々な取組みをする予定としています。

トピックス
話題・できごと
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　　第７５回〝社会を明るくする運動〟　メッセージ伝達式及び啓発活動

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生に

ついて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会

を築こうとするものであり、毎年７月を強調月間として全国的に運動を展開しています。

　吉賀町では、７月１日（火）に役場本庁舎において益田地区保護司会吉賀町保護司の吉中力さんから、

赤松副町長へ内閣総理大臣のメッセージが伝達されました。

　その後、吉賀町推進委員の皆さんが新たな被害者も加害者も生まない安全で安心な社会の実現に向けて

町内３箇所で街頭啓発活動を行いました。

～メッセージ伝達式の様子～

～街頭啓発活動の様子～

吉賀町にコウノトリが飛来！！

　６月２２日に吉賀町大野原でコウノトリが目撃されました。その後

も真田や朝倉で目撃をされています。報告先である兵庫県立コウノト

リの郷公園の情報では、今回目撃のコウノトリは個体番号Ｊ０８２３、

２０２５年兵庫県稲美町生まれのオスで、名前が「おこめ」。今回の目

撃事例は、今年生まれの個体が初めて親元から離れた場所で目撃された

事例のようです。（巣立ち後しばらくは親元で暮らすようです）

　コウノトリは国の特別天然記念物に指定されています。絶滅危惧種で

もありますので、目撃した際には、無理に追いかけたり、追い払ったり

せずに観察してください。また、目撃情報については関係機関（兵庫県

立コウノトリの郷公園　☎０７９６ー２３ー５６６６）に連絡いただく

か、吉賀町教育委員会まで連絡ください。

トピックス
話題・できごと
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トピックス
話題・できごと

令和７年度吉賀町消防操法大会が開催されました！

　６月２２日（日）大野原運動交流広場において、令和７年度吉賀町消防操法大会が開催されました。

　この大会は、迅速、的確かつ安全に消防活動に従事できるよう定められた、消防用機械器具の取扱い及

び操作方法を習得する為に、毎年開催されています。

　大会当日は、雨が降る悪天候となりましたが、訓練の成果をいかんなく発揮され、迫力ある操法を披露

しました。今後とも吉賀町消防団は町民の皆様の期待に応えるべくよりいっそうの訓練を重ね、地域防災

力の向上に努めます。

　また、近年消防団は減少傾向にあります。消防団員が減少することにより、徐々に活動に対する厳しさ

が増してきています。消防団員は他の本業を持ちながら、権限と責任を有する非常勤特別職の地方公務員

として、「自らの地域は自ら守る」という精神に基づき、消防防災活動を行っています。普段は様々な仕

事に就いている団員が、火災の予防や消火、人命救助の技術を身に着け、地域の安全を守る活動をしてい

ます。地域の安心、安全を守る団員を募集しております。

　大会の結果は、以下のとおりです。

 ポンプ車の部

優　勝　　第２分団（七日市）

準優勝　　第３分団（柿木）

第３位　　第１分団（六日市）

 小型ポンプの部

優　勝　　第８分団

　　　　　　（木部谷・大野原）

準優勝　　第７分団（下須・白谷）

第３位　　第３分団（柿木）
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 国民スポーツ大会（国体）島根県大会・成年の部 

　６月７～８日、国民スポーツ大会（成年テニス）島根県予選大会が安来市で開催されました。ふる

さと選手登録した岩本晋之介さん（六日市中学卒・関西大学４年）と加藤那菜さん（吉賀高校卒・園

田学園大学１年）が出場しました。

　男子は選抜された５名と総当たりを行い、４試合全勝し１位で島根県代表（２年連続３回目の成年

代表）になりました。女子は選抜された３名で行い細木プロには負けましたが２位になり島根県代表

（成年では初）になりました。

　成年の部は、この後中国ブロック大会（ミニ国体）で上位にならなければ本大会（滋賀

大会）に出場することができません。中国ブロック大会は８月２～３日に鳥取市で開催さ

れ再び帰省し島根県のために戦います。男女とも滋賀本大会に行けるよう頑張ります。

 高校総体（テニス）インターハイへ

　６月５～７日、令和７年度島根県高校総体（テニス）が浜山公

園で開催されました。インターハイ全国枠は団体１校、シングル

ス個人は２名、ダブルス個人は１組です。

　団体戦は昨年は女子で優勝しましたが今年は１回戦で敗退。一

方、個人戦シングルスでは第１シードの田口桜さん（３年）が優

勝は逃しましたが準優勝を果たし、全国インハイ出場を決めまし

た。全国高校総体は広島県で８月上旬に開催されます。応援よろ

しくお願いいたします。

 全国小学生テニス　中国大会優勝

　６月７～８日、全国小学生テニス選手権中国大会が鳥取市で開

催されました。女子では、第１シードの河口依鈴さん（六日市小６）

が決勝戦で第２シードの岡山県の選手にファイナルセットで苦戦

しましたが堂々優勝しました（六日市小学校３人目の優勝者）

　また、片上龍之介さん（六日市小６）は１回戦敗退してコンソ

レーションに回り優勝しました。

　河口さんが出場する全小全国大会は東京で８月５日から開催さ

れます。応援よろしくお願いいたします。

トピックス
話題・できごと
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　　５月３１日に益田市民学習センターで開催されました標記大会に、吉賀キッズかるたクラブの小２

　～中２の８名が出場しました。吉賀キッズ以外の出場選手（全３９名）のほとんどが県内の高校の競

　技かるた部の生徒でした。大会はトーナメント方式で争われ、吉賀キッズの子どもたちは「音を聞い

　てしっかり払う」という基本に忠実なかるたをしっかり出し切りました。山吹美澄さん（六日市中１年）

　が決勝で高校２年生の選手を破って優勝、上山瑛大さん（六日市小５年）及び佐々木絢音さん（蔵木

　小３年）も第３位に入賞し、この３名は初段の資格を獲得しました。吉賀町で競技かるたの有段者が

　誕生するのはここ２０年程度はなかったことです。主催の島根県かるた協会会長からも、「吉賀の子は

　短期間でよくここまで強くなったね」と褒められました。このほか、正木菜月さん（六日市中２年）、

　正木陽太さん（六日市小６年）、正木晴香さん（六日市小５年）、上山柚季さん（六日市小２年）、植田

　朱音さん（六日市小２年）も力を出し切りました。

 第３０回全国競技かるた益田大会（Ｅ級）優勝ほか

当クラブは毎週火曜日に六日市公民館で練習しています。興味のある方はぜひ来てください。

 日本マスターズ２０２５サッカー競技中国予選会

　　　　　　　紫逅倶楽部選手が４人選出 中国大会３位

　６月１４～１５日、日本マスターズ２０２５サッカー競技中国

予選会が岡山県で開催されました。

　島根県社会人リーグ１部に所属する紫逅倶楽部から岩本岬、大

石起都登、山根寛貴、澄川直哉の４選手が島根県選抜に選出され、

２日間で４試合を行いました。

　２勝１敗１引き分けで予選を終え、惜しくも中国地区３位とな

り、全国大会出場権は獲得できませんでした。

　この経験を生かして、県リーグでの活躍を祈っています。

トピックス
話題・できごと
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１
を
令
和

10
年
度
ま
で
４
年
間
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

　

当
町
と
致
し
ま
し
て
も
、
第
二
期
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
農
業
政
策
に
も
積
極
果

敢
に
取
り
組
み
、
住
民
の
所
得
向
上
と
農

地
保
全
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関

団
体
と
の
情
報
共
有
化
を
図
っ
て
、
政
策

実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

＜六日市保育所園児の声援を受けてのデモ行進＞＜カントリーエレベーター施設 (真田地内 )＞
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吉賀町地域おこし協力隊
　吉賀町にある魅力的な素材を活かして、自ら設定したテーマにより地域のために活動している（提案型）

　地域おこし協力隊員を紹介します。

　ＮＰＯ法人ティエラ　山
やました

下　祐
ゆうか

嘉さん　～令和７年１月１日から活動中～

　■ 活動内容

　　　吉賀町への移住者を増やすべく、自然体験や地域交流の現場で汗をかいています。養蜂、川遊び、

　　　焚き火、テントサウナ、農業体験など、なんでも体当たり！坂本くん（※）の補佐役という名の便

　　　利屋ポジションで、設営・撤収・ムードづくりに奔走中。地元のおばあちゃんに「最近よくおるな」

　　　と覚えられつつある今日この頃です。自然×人×笑いをテーマに、移住者の心を揺さぶる瞬間をつ

　　　くれるよう日々修行中！

　　　（※）同じくＮＰＯ法人ティエラで地域おこし協力隊として活動中。

　　　　　 広報よしか７月号で紹介記事を掲載。

　■ 協力隊になった経緯
　　　元々は自衛官として、自然と共に任務にあたっていました（サバイバルは任せろ）。そんなある日、

　　　坂本くんという熱すぎる男から「山下さん、地域で一緒に伝説つくりませんか？」と口説かれ、気

　　　づけば吉賀町へ。自然、地域、人とのつながり——どれも自分の好きが詰まっていて、「ここで一旗

　　　揚げるしかない！」とノリと勢いで協力隊に。実際、今めちゃくちゃ楽しいです（笑）

　■ 今後の目標
　　　「この人誰？」から「この人いたらなんか楽しいよね」と言われる存在を目指してます（本気）。

　　　ＳＮＳでも吉賀町の日常や体験の面白さを発信し、「住みたくなる町」に変えていきたいです。

　　　自然体験は着々と体験メニューを増加中ですが、ゆくゆくは“笑ってととのう”テントサウナや、

　　　“ガチで狩る”ジビエ体験も構想中。笑いと熱量で、吉賀町の魅力をブーストしていきます！

　地域おこし協力隊とは・・・

　　都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、地域おこし支援や地域協力活動を行いな

　　がら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は自治体の委嘱をうけ、任期は概ね１年以上３

　　年以下です。

《日々の活動の様子はこちらから》

YouTube ほかリンク一覧

インスタグラム
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
１

健診結果報告会

からだ爽快教室

２

６　はとのゆ休館日

健診結果報告会

７

健診結果報告会

松ヶ丘病院通院バス運行日

８

健診結果報告会

ストレッチ教室

行政相談

９

１３ １４

吉賀町ふるさと夏祭り

手話通訳者設置日

１５ １６

２０　はとのゆ休館日

きらきら広場

２１

手話通訳者設置日

乳がん・子宮頸がん検診

松ヶ丘病院通院バス運行日

障がい者就労相談

２２

特設人権相談所

ストレッチ教室

健診結果報告会

２３

乳がん・子宮頸がん検診

２７ ２８

手話通訳者設置日

乳がん検診

２９

骨折・転倒予防教室

３０

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容
朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商
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朝倉・七日市⇒カ・容

納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

９月１日（月）

〈口座振替の方〉

８月２８日（木）

〈８月納付対象科目〉

個人県民税等（２期）

下水道使用料

　　（５・６月分）

集落排水処理施設使用料

　　（５・６月分）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火

よしか健康ダイヤル２４

０１２０－１２０－０８０

３日 ４ ５

妊婦・乳幼児健康相談

１０ １１　山の日 １２

松ヶ丘病院通院バス運行日

１７ １８

こころの相談

乳がん・子宮頸がん検診

１９　はとのゆ休館日

乳がん・子宮頸がん検診

ひきこもり相談日

２４

乳がん・子宮頸がん検診

２５

松ヶ丘病院通院バス運行日

２６

ストレッチ教室

妊婦・乳幼児健康相談

乳児健診

３１

２０２５年（令和７年）

　　　８月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

朝倉・七日市⇒粗・容柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

河津・金山谷

　　　　⇒粗・容・ビ

　　　　　有・カ・商

河津・金山谷⇒資
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食中毒を予防しましょう！

保健だより
健康・食育・予防
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☆☆☆吉賀町上下水道コラム☆☆☆

★水道出前講座を行いました★

　水道出前講座とは、自分たちの使っている水がどこから来るのかということやどのようにして作られて

いるのかということを皆さんに知ってもらう講座です。今年は６月５日に六日市小学校で行いました！

　この講座では、水道水の作り方や各施設の処理方法の違いなどを授業や実験そして実際の浄水場の見学

を通して学んでもらいました！

薬品を使って水道水と川の水の違いを考察しました！

　実験の結果、水道水は色が変わりましたが、川の水は色が変わりませんでした。

　使用した薬品は、塩素と反応して発色するため、色が変わるのは水道水が確かに消毒され安心安全なも

のであるという証拠です。

　児童たちは熱心に授業を受けていました。積極的に手を挙げたり気になることをすぐに聞いてくれたた

め非常に授業を進めやすかったです。ありがとうございました。

建設水道課ではこのような講座も行っております。

もし講座開催を希望される方は建設水道課（☎７９－２２１２）までご連絡ください。
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環境情報　風力発電事業に関する条例を制定しました！

　風力発電設備の適正な設置、維持管理及び撤去等に関して必要な事項を定めることにより、災害の防止

並びに良好な自然環境、生活環境及び景観の保全を図るとともに、地域と調和した風力発電事業を促進す

ることを目的として「吉賀町風力発電事業と地域との調和に関する条例」を制定しました。

どのような条例？（これまでとの違い）

　・風力発電事業を実施するためには、町の許可を受ける必要があります。

　・町の許可を受けるためには、隣接する土地の所有者や地元の自治会長の同意を得る必要があります。

　・風力発電事業について、禁止区域、抑制区域を設けました。

　・条例に違反した場合などは、町は許可を取り消すことができます。

どのような風力発電事業が対象？

　・合計出力１０キロワット以上の風力発電設備を設置する事業です。

地域住民の皆様へ

　地域で風力発電事業が計画されている場合、事前に地域住民を対象とした説明会が開催されます。その

　地域で計画される風力発電事業に関心を持ち、地域の皆様で内容を把握し情報共有することが大事であ

　ると考えています。説明会が開催される場合は、積極的なご参加をお願いします。
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況６月≫

●貸出総数　２８２４冊

●貸出人数　　４０４人

●来館者数　　４６３人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

・８/１４(木 )～８/１６(土 )までお盆休館します。

※地域の公民館に図書返却ポストを置いています。

【夏のＤＶＤ上映会】

　学校の夏休みが始まりました。今年も夏のＤＶＤ上映会を開催しますのでどうぞご来館下さい。

　８月７日（木）午前１０時～　「小さい潜水艦に恋をしたでかすぎるクジラの話」を上映。

　８月２３日（土）・２４日（日）　１０時～　「はらぺこあおむし」「ごちゃまぜカメレオン」を上映し、

　その後から「忍たま乱太郎の宇宙大冒険ｗｉｔｈコズミックフロント☆ＮＥＸＴ」上映。

　２４日（日）の上映会では、親子読書の会も開催します。簡単な内容は次の通りです。

　・上映会開始前に読書アドバイザーから読書のアドバイス。（９時４５分～１０時）

　・幼いお子様向きのＤＶＤ上映後に職員から幼いお子様におすすめの図書をご紹介。

【新刊図書の紹介】　直木賞と芥川賞の候補作品の中から出版された本を入れました。

　〇直木賞候補作品

　・『ブレイクショットの軌跡』逢坂冬馬著　　・『乱歩と千畝』　青柳碧人著

　・『踊りつかれて』　　　　　 塩田武士著　　・『Ｎの逸脱』　　夏木志朋著

　・『逃亡者は北へ向かう』　　 柚月裕子著　　・『嘘と隣人』　　芦沢　央著

吉賀町立図書館

柿木公民館

まだまだ猛暑が続く頃ですが、旧暦では仲秋の頃にあたるため、季節としては秋になります。

立秋とは、二十四節季の一つで、立春、立夏と同様に「秋立つ」の意で、暦の上では秋の季節が始まります。「暑

さ寒さも彼岸まで」というように、実際には残暑が厳しく夏真っ盛りの感がある八月ですが、この時期の

土用が明け、この日を境に気温が下がっていくとされています。夏のあいさつ状も立秋を過ぎたら「暑中

見舞い」から「残暑見舞い」へと替わります。

【今月の本の紹介】

まねっこにゃんころもち　　　かのうかりん　　　　　　　人生脚本　　　　伴　一彦

だいすきなうみときみと　　　バルー　　　　　　　　　　家族シネマ　　　柳　美里

ハリガネムシ　　　　　　　　吉村　萬壱　　　　　　　　教場　　　　　　長岡　弘樹

ベター・ハーフ　　　　　　　唯川　恵　　　　　　　　　美術泥棒　　　　マイケル・フィンケル

それしかないわけないでしょう　　　　　ヨシタケシンスケ

３Ｄ地図でわかる日本列島地形図鑑　　　高田　将志

ＬＩＦＥ人間が知らない生き方　　　　　麻生　羽呂×篠原　かをり

はじめての絵手紙百科　　　　　　　　　小池　邦夫×小池　恭子

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日
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《
寄
稿
》

同
級
生
は
心
強
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

約
十
年
前
よ
り
同
級
生
の
誘
い
で

「
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
」（
体
育
館
で
行
う
ス

ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
す
る
テ
ニ
ス
）

を
始
め
ま
し
た
。
私
も
同
級
生
も
中
学
・

高
校
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
当
時
は
軟
式
テ

ニ
ス
と
言
っ
て
い
ま
し
た
）
に
籍
を
置
い

て
い
ま
し
た
の
で
二
つ
返
事
で
参
加
を
決

め
た
次
第
で
す
。

　

当
初
は
５
～
６
人
で
始
め
、
今
で
は
50

～
85
才
位
の
人
達
が
集
ま
り
、
人
数
は
３

倍
位
に
増
え
て
来
ま
し
た
。
ラ
ケ
ッ
ト
の

握
り
方
も
、
ル
ー
ル
も
全
く
知
ら
な
い
人

達
も
い
ま
し
た
が
、
今
は
私
等
テ
ニ
ス
経

験
者
も
舌
を
巻
く
程
の
球
が
返
っ
て
来
る

事
も
あ
っ
て
、
顔
を
見
合
せ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

　

こ
う
し
た
広
が
り
を
受
け
て
最
近
入
っ

て
こ
ら
れ
る
方
々
に
も
経
験
者
が
多
く

な
っ
て
、
試
合
を
し
て
も
手
の
抜
け
な
い

こ
と
と
な
り
運
動
量
も
次
第
に
増
え
て
大

変
良
い
サ
ー
ク
ル
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

60
才
を
過
ぎ
て
か
ら
の
同
級
生
と
の
テ

ニ
ス
で
の
再
会
、
そ
の
後
入
っ
て
来
た
同

級
生
と
も
テ
ニ
ス
の
時
間
は
、
中
学
・
高

校
の
頃
の
呼
び
名
で
呼
び
合
い
楽
し
い
濃

密
な
２
時
間
を
過
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
同
級
生
は
勿
論
、
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
も
今
の
私
に
は
心
強
い
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
や
っ
て

見
ま
せ
ん
か
・
・
・
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

か
つ
て
の
作
詞
家
「
星
野
哲
郎
」
さ
ん

は
「
東
都
新
宿
を
見
参
、
体
感
し
な
い
と

演
歌
は
作
れ
な
い
」
と
語
っ
た
。
正
に
人

生
の
一
コ
マ
が
濃
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

も
思
案
す
。

　

時
節
を
隔
て
て
、
昭
和
三
十
八
年
秋
期

日
本
で
最
初
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

が
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
是

を
記
念
し
て
「
東
京
五
輪
音
頭
」
の
作
詞

の
應
募
が
国
内
外
を
通
し
て
募
集
さ
れ

た
。
結
果
的
に
は
當
時
島
根
県
庁
県
民
生

活
課
主
幹
の
「
宮
田
隆
」
氏
様
の
作
詞
が

内
外
大
多
数
の
中
か
ら
見
事
第
一
位
の
栄

誉
に
耀
き
見
事
当
選
の
金
字
塔
を
射
止
め

た
。
氏
様
は
か
の
島
根
県
民
歌
に
も
應

募
さ
れ
、
又
、
過
去
「
六
日
市
音
頭
」
他

の
作
詞
も
担
当
さ
れ
た
方
で
あ
り
県
庁
退

職
後
御
縁
あ
っ
て
其
の
当
時
つ
ま
り
昭
和

五
十
年
初
頭
当
町
蔵
木
公
民
館
の
講
話
講

師
と
し
て
招
聘
も
心
良
く
引
き
受
け
来
町

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
當
時
を
回
顧
す
る

に
当
人
「
宮
田
」
様
は
大
変
気
さ
く
な
方

で
、又
、誠
実
極
め
て
温
厚
な
方
で
も
あ
っ

た
。
当
時
の
五
輪
音
頭
作
詞
の
経
緯
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
等
数
々
を
拝
聴
し
以
来
交
流
が

あ
り
し
掛
け
替
え
無
き
数
々
恩
師
の
一
人

と
な
り
し
も
の
。
以
後
数
多
教
示
内
よ
り

久
遠
が
謝
意
を
表
す
べ
く
其
の
一
端
を
こ

こ
に
主
感
加
味
唅
味
上
誌
す
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
是
等
就
中
作
詞
に
至
っ
て

先
立
つ
心
得
大
網
な
る
は
「
調
子
、
詞
内

容
」
か
ら
成
り
し
も
の
、
つ
ま
り
、「
作

詞
語
句
」
が
「
七
七
七
五
調
」
や
「
七
五

調
」
が
最
も
良
調
子
成
る
。
「
文
（
詞
）」

に
て
は
「
助
（
序
）
詞
、
助
動
詞
」
多
用

で
表
現
柔
ら
ぐ
（
要
注
）
其
の
一
方
間
々

有
り
も
（
省
略
す
）。
是
等
は
古
来
よ
り

も
民
謡
、
歌
謡
曲
に
も
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
無
論
宮
田
様
の
五
輪
音
頭
も

此
の
「
七
七
七
五
調
」
か
ら
成
立
典
型
的

作
詞
で
あ
る
事
は
云
う
ま
で
も
無
い
。

　

次
に
感
性
体
感
で
あ
る
が
是
等
は
極
く

自
然
的
要
素
や
人
々
と
の
関
わ
り
要
す
る

に
体
感
で
よ
り
研
磨
重
要
、
且
つ
、
人
生

観
（
人
間
観
）
情
緒
感
、
歴
史
観
等
々
と

更
に
は
万
物
美
へ
の
美
的
、
感
覚
、
感
受

性
、
又
、
貧
し
さ
あ
る
い
は
弱
者
へ
の
惻

隠
の
情
、
又
、
全
搬
多
岐
に
は
義
理
、
人

情
を
常
と
す
然
し
て
古
に
馳
せ
気
は
早
や

り
悠
然
と
白
雲
早
春
煙
り
香
立
つ
が
如
く

も
飽
く
迄
も
謙
虚
、
感
動
で
あ
り
語
尾
持

ち
上
げ
綴
る
が
妥
当
旨
と
成
す
。
是
等
作

詞
に
作
曲
が
伴
い
浮
世
人
々
の
心
の
底
か

ら
更
な
る
感
激
、
感
動
を
覚
え
心
の
底
深

い
金
線
磺
脈
を
振
る
は
せ
心
を
打
ち
共
々

に
脳
理
に
余
韻
消
去
無
き
残
存
す
。
是
等

は
散
文
詩
・
詩
歌
・
和
歌
・
川
柳
・
俳
諧
・

ちょうみんひろば

漢
詩
な
ど
、
文
語
体
除
き
多
々
関
連
共
通
大

い
に
含
有
す
と
心
得
も
す
。

　

現
故
人
宮
田
思
師
様
の
認
め
し
「
矜
持
探

求
心
」
一
枚
の
色
紙
が
常
々
に
今
で
も
何
か

を
節
実
浩
然
と
語
り
昨
今
の
如
く
麗
し
く
蘇

る
今
日
で
は
あ
る
。

　

《
俳
句
》

古
来
か
ら
豊
作
つ
げ
る
こ
ぶ
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

戦
事
中
わ
ら
草
履
は
き
学
校
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

田
水
張
る
山
を
沈
め
て
日
の
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

梅
雨
冷
え
や
い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
の
か
え
り
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

直
子

紫
陽
花
や
握
れ
る
母
の
手
の
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

竹
や
ぶ
の
怪
し
さ
醸
す
蛇
苺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

扇
風
機
廻
れ
ば
動
く
棚
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

ど
く
だ
み
の
花
は
十
字
と
星
野
富
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

職
員
室
オ
ー
ロ
ラ
見
し
と
夏
至
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

梅
雨
晴
や
旅
す
る
窓
に
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

万
緑
や
源
流
に
し
て
半
紙
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

愛
宕
山
首
な
き
地
蔵
に
青
き
苔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子
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ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

        

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲
載
を
見
送
り
ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な

　

い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 7年 6月 30 日現在）
 人　口　5,483 人　 (- 8)
 　男　　2,640 人　 （- 6）
　 女　　2,843 人　 （- 2）
 世帯数　2,923 世帯（- 6）

ブ
レ
ー
キ
を
か
く
る
に
止
ま
な
く

　

夢
に
出
る
な
が
ら
運
転
我
知
ら
ず
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

サ
ハ
リ
ン
の
地
に
て
交
換
機
死
主
し
た
る

　

乙
女
の
碑
あ
り
宗
谷
岬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

キ
ラ
キ
ラ
と
ひ
か
り
輝
く
ざ
く
ろ
の
葉

　

今
年
も
そ
こ
に
満
足
そ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

熊
よ
け
の
鈴
の
音
た
て
て
帰
り
来
る

　

孫
の
二
人
が
競
ひ
な
が
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

笛
の
音
は
な
に
を
語
ら
ふ
高
き
空

　

遊
ぶ
ご
と
舞
ふ
数
羽
の
鳶
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

　

《
川
柳
》

足
音
で
四
方
八
方
に
飛
ぶ
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

梅
雨
な
の
に
天
候
異
変
夏
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

七
十
の
手
習
ひ
も
ち
っ
と
若
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

長
生
き
が
悩
む
気
心
は
ね
除
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

悩
み
な
し
極
楽
蜻
蛉
三
六
伍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

治
ら
な
い
神
経
痛
に
悩
ま
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

悩
み
事
視
点
を
替
え
て
晴
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

石
破
さ
ん
悩
み
多
く
て
暗
い
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

な
ぜ
生
き
る
何
が
出
来
る
か
悩
む
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

差
し
迫
る
悩
む
川
柳
又
不
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

出
産
後
贅
肉
増
え
て
悩
み
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

悩
み
だ
し
脳
は
覚
醒
夜
が
寝
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

　

《
短
歌
》

病
床
で
す
る
ど
く
語
る
兄
の
目
は

　

や
る
気
溢
る
る
明
日
へ
向
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
６
月
届
出
）

　

長
峯　

柚
月
（
ゆ
づ
き
）
さ
ん

　
　
　
　

勇
二
・
真
優
さ
ん
の
子　
　

七
日
市

　

山
根　

望
愛
（
み
あ
）
さ
ん

　
　
　
　

寛
貴
・
紗
耶
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
６
月
届
出
）

　

吉
田　

常
子　
　

さ
ん　

88
歳　
　

福
川

　

藤
井　

節
子　
　

さ
ん　

93
歳　
　

福
川

　

佐
山　

美
子　
　

さ
ん　

88
歳　
　

福
川

　

柿
永　

功
男　
　

さ
ん　

79
歳　
　

大
野
原

　

中
原　

美
恵
子　

さ
ん　

94
歳　
　

樋
口

　

三
浦　

保
人　
　

さ
ん　

92
歳　
　

下
須

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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